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ABSTRACT
In this paper, I would like to discuss the relationship between
wholesaler and community. Especially, I would take notice of
the position of the wholesaler. That is to say, I want to discuss
the "wholesaler as a corporate citizenship" .
Now, I want to describe how socioeconomic activities of the
wholesaler are related to a community in business, industrial,
and social aspects.
Additionally, according to lots of examinations between
wholesaler and community, it is clear that the relationship of
wholesaler and community has been severed recently.
In conclusion, I want to explain the important three roles that







































































































































































































































































































































































































































場mゃ丼池 (衣料品)、 松屋町 (玩具)、 立売堀 (金物)、 道具屋筋 (道具)、 東
































































































































































8月 映画上映会「おろシネマ」於 :サンフェスタ屋外会場 (平成16年から
文化振興事業の一環として実施、一般市民にも開放)
卸町とんや市 於 :さくら野百貨店 (百貨店催事場を会場に、組合員
企業共同の販売会を実施)
9月 ・組合会館庭園の「紅葉ライトアップ」開始 9月末～10月初旬






12月 ・卸町イルミネーション点灯 12月中旬～年末 (組合ビル壁面等を利用
したイルミネーション)
1月 雪景色ライトアップ 於 :庭園 積雪時
卸町神社どんと祭り
2月 ・卸町とんや市 於 :さくら野百貨店
3月 。MOXショーケース
出所 :前出商団連ビジョン策定委員会編報告書pp.47-48
“
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このように、卸売団地が主宰して、さまざまな文化的活動を実施し地域へ働
きかけることによって、卸売団地の存在そのものが地域貢献の一環となってい
る。
(2)徳島総合流通センター他の事例
徳島総合流通センターでは、1984年に流通団地竣工記念として「とくしま流
通フェア」という形で地域への開放が実施された。その意味では、地域密着の
動きは既に30年に近い歴史を持っているのである。こうした地域社会との関わ
りを促進しようとする取り組みは、その後、形を変えて発展し、1991年以降
「リオデ徳島音楽祭」という文化催事の形をとって今日迄続けられている。。
それは日本音楽コンクールの入賞者によるハイレベルな演奏会であり、当地で
はこうした音楽を通じた文化活動によって、地域社会へ貢献するという考え方
が確立されたのである。
また、福山卸センターにおいても、顧客参加型のイベントとして、「福山卸
センターまつり」が長い歴史を持って続けられている。同様の試みは、前述の
仙台卸商センターの「卸町ふれあい市」、木更津総合卸商業団地の「卸団地祭
り」、金沢問屋センターの「かもんといやまつり」などが毎年行われており、
長野アークスでは地域開放事業として、団地内のホール、会議室、レストラン、
クリニック、郵便局などの利用を呼び掛け、浜松卸商センターでは、チャリテ
ィ・フリーマーケットなどの取組みがみられる20。
こうした事例にみられるように、卸売団地といっても、文化的な色彩を有す
るイベントから消費者としての地域住民との関わりを重視するものまで、地域
によってさまざまな特色を有している。もとより、その取り組みの濃淡は地域
同商団連報告書
同前および商団連HP。
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によっても異なり、未だこうした取組みがなされていない団地も多い。だが、
少なくとも各地の取り組みのなかに、卸売団地と地域との関係を強化する動き
が含まれていることは明らかである。
それは卸売団地のイメージ戦略上も、十分な効果を持っている。なぜなら地
方の卸売団地は、単なる卸売業の集積に留まるものではない。たとえば、前述
する徳島総合流通センターは、組合員45社、従業員約1,200名、総売上高2,010
億円という規模を誇り、地域の一大流通・情報拠点としての役割を果たしてい
る。その意味で、卸売団地は、地域の人材吸収能力を高める必要性、卸売団地
イメージの向上、ひいては卸売団地の事業展開の可能性拡大などの点で、今後
ますます地域との関わりを意識した取組みが求められているのである。
4.地域活性化 に卸売業が果たす役割
4.1.経済活動に果たす役割
卸売業の基本的機能である経済活動において、わが国卸売業のきめ細やかな
対応が流通全体のサービス化を進めてきたと同時に、それがわが国流通の相対
的高価格を形成してきた一因であることも事実であろう。その意味では、きめ
細やかな卸売業の存在は、長短二つの性格を持っていた。しかし、そのなかで
もわが国の中小卸売業が得意としてきた濃密なコミュニケーションを伴う取り
引きは、各業界での卸売業の大規模化、それに伴う競合の激化、システム化に
よる価格水準の切り下げなどによって、揺れ動いている。
それはW/R比率の低下に示されるように、わが国流通経路の短縮となり、
流通スラックの減退によって、性格のあいまいな卸売業の存在を排除する。そ
の意味では、個性化の進展、二極化の深化とともに、中間的色彩の機能はより
弱体化しているのである。
こうした背景のもと、卸売業が生き残るためには、卸売業主導の新たなビジ
“
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ネスモデルを開発することで成果をあげることが必要になる。その場合、これ
までの中間商人の存在としての卸売業から直接的な地域経済の主体としての卸
売業へといつ姿が浮かび上がる。
しかし、それは単に流通経路における卸売業のチャネル 。キャプテン復活と
いう意味に留まるものではない。近世以降全国各地において地域経済を主導し
てきた卸売業、たとえば「しいたけ栽培」や「素麺生産」加にみられるような
農閑余業として地域生産力を活用した企画力や材料提供、金融、商品販売に至
る一貫したビジネスモデルの存在同様、今再び、卸売業を主体とした新たなビ
ジネスモデルが次々と開発されつつある。
なぜなら、卸売業は製造業や小売業に比較して、新たなビジネスモデル開発
にとっては、相対的に優位な位置づけを持つからである。製造業が人件費の比
較劣位から海外展開を余儀なくされ、一方、小売業が最終消費との接点という
役割によって、消費者への業態対応の展開に留まる限界を持つのに較べ、卸売
業は商品調達から販売まで、多種多様な要素の組み合わせと展開の可能性を持
っている。
通常、伸びる企業の特徴として、多様な取り扱い商品や取引先があげられる
ことが多い。そしてその最終的な成否は、これまでも卸売業が最も得意として
きた商品の品揃えと編集能力に関わっている。それは地域における経済的で人
的な貢献を果たすだけでなく、卸売業集積による情報集約や経済活動の横断的
連携、情報の集中・集積によって、地域への蓄積を可能にする。
結局のところ、卸売業が地域経済に対して果たす最大の役割は、高度知識集
約化による商品企画の提案能力に他ならない。この能力があってはじめて、そ
の他の条件が機能する。その意味で、卸売業はもはや単なる配給機関に留まる
21)田中道雄(1991)「地場産業の統合的管理とマーケテイング戦略」「神山経済論叢J、 第9
巻。
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ものではなく、企画立案機能を持つ新たなビジネスモデルの中核を占める可能
性を持った存在へ変化しうるといえる。その時、卸売業は経済活動に対する新
たな役割を呆たすことが出来るのである。
4.2.環境改善に果たす役割
既にみたように、地域社会との具体的な関係を模索している卸売業だが、環
境改善に対しては、社会的な合意が進むとともに具体的な取り組みが行われつ
つある。しかし、それを強力に推進していくためには、環境改善の取り組みそ
れ自体が短期的に企業業績へ連動することが条件となろう。いわば、省エネル
ギーによる経営改善という取り組みが、企業業績を向上させ、結果として地域
の環境改善につながるという図式である。
もとより、こうした取り組みを超えて個別の企業として環境改善に取り組む
気運も出現している。環境会計の取り組みが大きな潮流となっていることは、
こうした動きを表すものである2)。
これらの取り組みを地域社会と協同して進めるためには、卸売業だけの努力
ではなく、地域の各種団体やNPO等との関係を強化することで、地域の人的
資源や対応能力を向上させることが求められる。同時に、卸売業の側に「地域
社会との協同こそ企業存立の基本である」という認識が必要となろう。
4.3.まちづくりに果たす役割
卸売業がまちづくりに果たす役割は、特に、小売業のそれと変わるものでは
ない。とりわけ、まちづくりにおいては、「場としての地域関係」であり、小
売業と異なる点は直接的な売買関係がない点のみである。しかし、こうした直
22)環境会計については大企業の多くが導入し、その動きはさらに拡がりつつあり、卸売業
でもこうした考え方の導入が急がれる。
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接的な利害関係によって、小売業が好むと好まざるをえず、地域と対置してい
るのに対し、卸売業の地域関係はそうした直接的利害関係を発生させない。し
かし、それゆえにこそ、地域において卸売業の果たす潜在的な役割は可能性を
持っている。
すなわち、その直接的利害関係の無さによって、かえって地域への働きかけ
を行うことで、利点のみを強調することができる。前述するように、卸売団地
などでは、年に一度、あるいはシーズンに一度、地域住民とのコミュニケーシ
ョン向上をめざし、地域住民向けに謝恩という形でセールを実施する事例が増
えている。もとより、それは単なる謝恩だけでなく、卸売業が有する資源を地
域のために活用するという意味で評価しうることである20。また、卸売商店街
の産学連携にもみられるように、地域での文化活動へと昇華する場合もある。
卸売業が「企業市民」としての役割を果たすか否かは、新たな市場社会にお
けるビジネスモデルを樹立する努力を行うとともに、他方で、その存在それ自
体が地域にとって欠かせぬものとなりうるかという点にかかっている。
これまでのように商品流通で地域に貢献するのは最早、当たり前であり、そ
れは最低の条件にしかすぎない。そうした点に留まるのではなく、自社の存在
が地域社会にとっての何らかの必要性を有することが求められる。こうしたバ
ランス感覚を持つことこそ、卸売業が地域に生きる条件となるであろう。
23)卸売業とは異なるが、たとえば、地中空間探査能力を持つベンチャービジネスのジオサー
チ社は、地域貢献として、その企業が有する能力を使い地雷探査を行っている。こうし
た地域貢献の動きはその性格上、世界的な拡がりを持つが、その根本的な思想は地域社
会への貢献に他ならない。詳しくは、佐々木利廣「21世紀型企業像と中小企業の社会貢
献」田中道雄・白石善章・佐々木利廣編著(2002)『中小企業経営の構図」税務経理協会
参照。
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5口 むすびにかえて
これまでも述べたように、地域活性化に対し卸売業が持つ可能性にはさまざ
まなものがある。とりわけ、それが地域の持つ方向性と合致する時、経営的に
も力を発揮する。
興´味深いことは、前記調査20においても、地域社会への貢献に積極的な企業
と消極的な企業による「今後の卸売り機能強化の方向性」に対しては、経営に
積極的な企業は消極的な企業に較べ、全項目で平均値が高いことが示されてい
た。これは単に企業体質としての積極性と消極性の差異のみに留まらず、卸売
業の将来像をどのように把握しているかにも大きく左右されるものと思われる。
そして新たな卸売業を核として開発されるビジネスモデルの登場によって、
卸売業が持つ地域との関わりを強める背景がある。そこでは、卸売業が単なる
中間流通の役割に留まるものではなく、小売業の持つ基本的能力を最大限に発
揮するシステム構築の主体として働くものとして位置づけられよう。
卸売業が本来的に持つ加工・編集能力こそ、新たな時代に卸売業の能力を発
揮させるものであり、それはまた地域社会とのさまざまなコミュニケーション
によって強化されることが予測されるのである。
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